
国内観光活性化フォーラムin なら

建
国
の
地
奈
良
か
ら
ふ
た
た
び

県
内
各
地
を
堪
能
、未
知
を
発
掘

日
本
の
原
点
か
ら「
観
光
立
国
」へ近藤 幸二 氏

全国旅行業協会　会長


年
ぶ
り
に
関
西
で
開
催

産
学
連
携
ツ
ア
ー
発
表
も
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「
第

回

国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
な
ら
」
が
、
国
土
交
通
省
、
観

光
庁
、
奈
良
県
、
奈
良
市
、
県
内
市
町
村

を
は
じ
め
、
各
自
治
体
、
観
光
団
体
・
企

業
の
皆
さ
ま
か
ら
格
別
の
お
力
添
え
と
ご

熱
意
を
賜
り
、
悠
久
の
歴
史
に
い
ざ
な
う

世
界
文
化
遺
産
、
移
ろ
い
ゆ
く
四
季
が
彩

る
豊
か
な
自
然
、
日
本
の
食
文
化
の
ル
ー

ツ
等
々
を
有
す
る
「
建
国
の
地
・
奈
良
」

に
お
き
ま
し
て
、
華
々
し
く
開
催
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
全
国

各
地
で
ご
活
躍
さ
れ
る
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
さ
ま
、
観
光
振
興
に
日
ご
ろ
ご
尽
力
さ

れ
る
皆
さ
ま
が
一
堂
に
会
し
て
ご
参
集
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

観
光
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
「
成
長
戦

略
の
柱
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
地
域

が
背
負
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
、

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
最
大
の
武
器
で

あ
り
、
切
り
札
で
す
。
歴
史
・
文
化
・
自

然
・
名
産
品
・
人
材
等
の
地
域
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
で
消
費
拡
大
や
雇
用
創
出
を

も
た
ら
し
、
国
土
強
靱

き
ょ
う
じ
ん

化
に
資
す
る
防

災
・
減
災
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
自
治
体
財

政
の
基
盤
強
化
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
住

む
人
・
働
く
人
の
連
携
と
土
地
へ
の
誇
り

や
愛
着
を
醸
成
し
、
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
恩
恵
を
生
み
出

し
ま
す
。
未
来
に
わ
た
っ
て
経
済
的
・
社

会
的
な
好
循
環
を
創
出
す
る「
地
域
の
宝
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
舞
台
で
あ
る
古
都
・

奈
良
は
、
ま
さ
し
く
王
道
を
行
く
「
観
光

資
源
の
宝
庫
」
で
す
。
本
日
「
建
国
記
念

の
日
」
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
、
日
本
の
国
家
と
文
化
が
開
花
し
た
地

で
あ
り
ま
す
。
有
史
以
来
、
い
に
し
え
の

ヤ
マ
ト
王
権
、
飛
鳥
の
時
代
を
経
て
、
中

央
集
権
国
家
が
確
立
し
た
平
城
京
は
、
わ

が
国
の
首
都
で
あ
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

終
着
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
天
平
の

都
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
造
立
さ
れ
た
奈
良

大
仏
は
、
鎮
護
国
家
の
思
想
の
も
と
、
国

へ
の
災
厄
を
消
除
し
て
安
寧
を
保
ち
、
民

衆
の
平
和
と
繁
栄
を
願
う
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

二
階
俊
博
名
誉
会
長
が
「
観
光
は
平
和

産
業
」
と
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
は

平
和
の
時
の
み
花
開
く
産
業
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
・
大
規
模
災

害
・
国
家
間
で
の
対
立
な
ど
、
潮
が
引
く

よ
う
に
旅
行
者
が
皆
無
と
な
る
様
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
国
難
と
も
い
え
る

未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
今
、
観
光

産
業
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
に
よ
る
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
社
会
問
題
と
な
る

な
ど
、
う
れ
し
い
悲
鳴
の
ご
と
く
捉
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
旅
行
業
を
な
り
わ
い

と
す
る
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
に
あ
っ
て
は
、
主

要
顧
客
の
団
体
旅
行
需
要
が
低
迷
す
る

中
、
物
価
高
騰
の
波
が
押
し
寄
せ
、
人
手

・
人
材
不
足
な
ど
諸
問
題
が
山
積
し
、
地

方
・
地
域
は
さ
ら
に
深
刻
さ
が
増
し
て
お

り
ま
す
。

豊
富
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
当
地
・

奈
良
と
い
え
ど
も
、そ
の
例
外
で
は
な
く
、

多
く
の
旅
行
者
は
奈
良
の
中
心
エ
リ
ア
だ

け
を
日
帰
り
旅
行
で
済
ま
せ
る
傾
向
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
観
光

の
魅
力
を
理
解
す
る
に
は
、
県
内
各
地
の

旅
を
奥
深
く
堪
能
し
て
こ
そ
、
未
知
の
発

見
と
秘
め
ら
れ
た
真
価
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ

「
建
国
の
地

奈
良
か
ら
ふ
た
た
び
」は
、

新
た
な
観
光
立
国
へ
歩
み
始
め
る
再
出
発

に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
原
点
の
地
に
お
い

て
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
し
、

「
地
域
創
生
の
宝
」
を
発
掘
す
る
絶
好
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
い
た
だ
き
、

５
４
０
０
社
の
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最

大
限
に
生
か
し
全
国
波
及
さ
せ
る
発
信
地

と
し
た
い
、
そ
の
よ
う
な
願
い
も
込
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
奈
良
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
お
互
い
を
高
め
合
い
、
共
存
共
栄
す

る
実
り
多
き
有
意
義
な
場
と
な
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
奈
良
の
観
光
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
一
層
の
飛
躍
、
そ
し
て
お
集
ま

り
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
隆
盛
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
旅
行
業
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、近
藤
幸
二
会
長
）は
２
月

日
、奈
良
県
の

観
光
振
興
と
国
内
観
光
の
活
性
化
を
図
る
イ
ベ
ン
ト「
第

回
国
内
観
光
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
な
ら
」を
、な
ら
１
０
０
年
会
館（
奈
良
市
）で
開
催
す

る
。今
回
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
建
国
の
地

奈
良
か
ら
ふ
た
た
び
」。〝
日

本
の
始
ま
り
の
地
〟奈
良
の
原
点
を
見
い
だ
し
、深
掘
り
し
、故
郷
を
再
び
元

気
に
す
る
―
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。歴
史
的
遺
産
だ
け
で
な
く
、

文
化
や
自
然
、食
、そ
の
他
地
場
産
業
な
ど
の
魅
力
を
、基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
発
信
す
る
。

年１月に行われた東京大会の様子

「
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
は
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
主

催
、
株
式
会
社
全
旅
共
催
の

一
大
観
光
イ
ベ
ン
ト
。
地
域

密
着
の
旅
行
業
者
・
全
国
約

５
４
０
０
社
の
会

員
企
業
の
連
携
を

通
じ
て
、
全
国
支

部
組
織
の
結
束
の

強
化
、
各
地
域
の

観
光
資
源
の
発
掘

と
新
し
い
観
光
商

品
な
ど
の
開
発
、
地
場
産
業

の
育
成
な
ど
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

回
目
と
な

る
今
大
会
は
、

年
ぶ
り
に

関
西
地
方
で
開
催
。
１
５
０

０
人
の
参
加
を
目
標
に
設
定

し
て
い
る
。

大
会
は
午
前

時
に
開

場
。

を
超
え
る
観
光
関
連

の
ブ
ー
ス
も
出
展
し
、

時


分
か
ら
見
学
可
能
だ
。
午

後
０
時
半
か
ら
行
わ
れ
る
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
、
「
倭
―
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ
」
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
た
後
、
開
会
式

が
行
わ
れ
る
。

開
会
式
で
は
、地
元
実
行

員
会
の
中
島
昭
人
委
員
長

（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
奈
良
県
支
部
長
）

が
開
会
宣
言
を
、Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

の
近
藤
幸
二
会
長
が
主
催
者

あ
い
さ
つ
で
登
壇
。観
光
庁

の
村
田
茂
樹
長
官
も
来
賓
あ

い
さ
つ
を
す
る
ほ
か
、奈
良

県
知
事
の
山
下
真
氏
、奈
良

市
長
の
仲
川
げ
ん
氏
も
駆
け

付
け
、地
元
歓
迎
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
披
露
す
る
予
定
だ
。

基
調
講
演
で
は
、春
日
大

社
の
元
権
宮
司
で
、奈
良
県

立
大
学
客
員
教
授
の
岡
本
彰

夫
氏
が
登
壇
。「
大
和
の
旅

記
紀
に
載
ら
な
い
大
和
の
神

話
を
訪
ね
て
」を
テ
ー
マ
に

講
演
す
る
。

そ
の
後
は「
東
京
都
送
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
優
秀
会

員
表
彰
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

今
回
初
の
取
り
組
み
と
し

て
、観
光
を
学
ぶ
奈
良
女
子

大
学
の
学
生
と
、奈
良
県
旅

行
業
協
会
が
連
携
し
て
企
画

し
た
着
地
型
ツ
ア
ー
企
画
の

学
生
発
表
も
行
わ
れ
る
。

午
後
３
時

分
か
ら
行
わ

れ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、県
内
の
観
光
業

を
支
え
る
各
業
種
の
キ
ー
マ

ン
が
多
数
登
壇
。そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
奈
良
の
魅
力
を
語

り
合
う
、今
大
会
の
注
目
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

終
盤
に
は
、「
奈
良
県
送
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
提
案
も

行
わ
れ
る
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
の
旅

行
業
者
５
４
０
０

社
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か

し
、奈
良
県
へ
の

送
客
を
支
援
す
る

も
の
。奈
良
市
に

代
表
さ
れ
る
県
北
部
だ
け
で

な
く
、文
化
や
自
然
、食
、歴

史
、な
ど
の
魅
力
が
豊
富
な

県
中
部
・
南
部
の
観
光
魅
力

を
発
掘
す
る
機
会
を
提
供
す

る
。




